
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

 
学 校 名       

 
岐阜市立則武小学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２６年１１月１日（土） 

 
実 施 概 要 

 

 
①  家族参観  
② 地域の方々に学ぶ（花、茶、囲碁、将棋、健康体操、太極拳、百人

一首）  
③ ４年生が地域のコーラスグループと合唱交流会  
④  岐阜総合学園高等学校太鼓部の鑑賞及び太鼓体験活動 
    
 

 
実 施 内 容 

 

 
学習・取組の分野 
 □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他  
 
公開の方法 
 ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
３３０  人 

 
 
 計        ４１０  人 
 

 
地域関係者 

 
８０  人 

 
実 施 状 況 

 

 
①  全学年第２校時から給食までの時間帯をフリー参観時間と、自

由に観ていただくようにした。低学年の授業では、保護者も参
加し、児童をサポートする場面もあり、温かい雰囲気で学習が
行われた。 

②  ６年生は、公民館活動と連携し、地域の方を講師に招き、生け
花、お茶、囲碁、将棋健康体操、太極拳、百人一首の講座を開
催した。地域の方と和やかな雰囲気の中で活動できた。 

③  ４年生は地域の高齢者によるコーラスグループと交流をした。
内容は、４年生が音楽会で発表する合唱曲を披露したり、高齢
者のコーラスグループの発表を聴いたり、一緒に合唱したりし
た。こうした様子を保護者の方に参観してもらい音楽の楽しさ
を理解していただくことができた。 

④  保護者や地域の方と一緒に鑑賞した。岐阜総合学園高等学校太
鼓部の迫力ある姿、きびきびした動き、たくさんの太鼓が重な
る音の響きにどの子も感動を覚えた。 
 

 
成果及び課題 

 

○日頃学校で大切にしていることを子どもの姿を通して地域の方
に発信することができた。 

○地域の方と関わることで、地域のよさを再発見し、愛情や誇り
を育てることができた。 

○本物を見たり聴いたりする活動は、子どもの心に響くことを保
護者に理解してもらうことができた。 

●今後は内容を工夫して、さらに公民館との連携を図りながら活
動を仕組んでいく必要がある。 

 
＜保護者の声＞ 
・どの子も笑顔で学習していた。学校が楽しいことが分かる。 
・学校では先生や友だちに大きな声で挨拶できる。地域でもその
姿を発揮してほしい。 

 

  


